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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・病院とうみねこ幸房の間に毎年スズメバチが出現するため、見つけた場合は庶務に連絡をするように。
・第1回看護グループ内研修について。当日の出欠予定の記入を7/24まで入力するように。
　日時：7月25日(月)17:10～17:40　場所：2F会議室　テーマ：退院支援について
　講師：上野SGM　対象者：上級者以上
・8/11（木）、12（金）⇒祝日プログラム実施予定

7/18のプログラム検討会議事録で内容を確認し､各担当毎に準備を進めていくこと。進捗状況は毎週月曜日のカンファレンスで確認していく。
・9/1（木）法人防災訓練があり、青陽館の消火栓も使用しての訓練となる。
　青陽館からは小嶋SGMが参加する。

・7/20（水）15：00～木村美智子様ケア会議　慶長JGM出席予定。
・体験利用について
　庭田美紀子様～8/4（木）より毎週木曜日に体験利用予定。
　松川　順子様～8/2（火）より毎週2回（火・木）体験利用予定。
・浜辺信明様、下村英三郎様（担当：藤田）、我満望様（担当：石渡）、齋藤良宏様（担当：赤坂）のデータベースへの入力を7/29までに行うこと。
・小泉晋也様･･･7/21（木）14：00～障害年金申請書類作成を三浦PSWと一緒に行う予定。

　　　　　　　 7/25（月）来所前にうみねこ幸房を見学予定。三浦PSW同行。

・7/29（金）14：00～15：00　ハローワーク障害者就労セミナー開催予定
　外来通院患者様も参加する可能性がある。各担当利用者様へ参加の声掛けをすること。
・7/29（金）職員日帰り旅行（子連れ）　参加者：佐々木さん、工藤さん
・8月月報は8/2（火）12：00までに提出すること。数字などの確認をしっかり行うこと。
・8/1（月）・12（金）・15（月）はエアロビクス講師の都合により中止予定。
・日誌の作成について
　特定のスタッフのみが作成するのではなく､関わったスタッフが状況を記載し、スタッフ間での情報共有を確実に行いながら作成していくこと。

・10/14（金）･21（金）に東北メディカル学院の地域作業療法学実習を行う予定。慶長JGM対応予定。

・7/28（木）16:00～作業療法実習生田高OTRの担当教員が実習地訪問のため来所予定。

・１階、2階の時計が掛かっている柱の隙間の修理が必要となったため､伝票を提出し､修理を行っていく。併せて､2階ホール窓際の壁の穴も修理を行う予定。

＜利用者様情報＞

デイケア
・藤井　純子　様～足の痛みのため欠席が続き、１ヶ月ぶりのデイケア利用となる。足の痛みに関しては、週2～3回整形外科に通い治療を続けており、歩けるようになってきたとのこと。精神症状については、「基本はうつだけど、週5回のペースで（酒を）飲みに出かけているので躁なのかなと」と話している。金銭面でも遣いすぎることがあり、交際相手から借りて生活費を工面しているとのこと。まずは、デイケアに通所することで日中に適度な疲労感を得て睡眠の質をあげ、夜に飲酒するために出かける等の生活の悪循環を絶つことが大切であることを伝えている。7/7減薬となってから、今までにないイライラが出現し、煙草の本数が増えることや落ち着きのなさを自覚しているという。服薬に関しては、医師に相談するように伝えている。今後のデイケア利用について面談を行い、プログラム参加については特定のグループに所属せず、来所時に参加するプログラムを決めて行くこととなる。足が治ったら、エアロビクスをメインに、作業療法では編み物を行っていきたいとの希望が聞かれている。
・大久保　恒夫様～本人より電話があり、八戸赤十字病院で検査をしたと話しているが、何の検査を行ったのか質問すると曖昧な返答をしている。処方薬も同様で要領を得ないため、7/26来所予定とのことでその際にお薬手帳を持参するよう伝えている。
・本多　富美　様～来所時の体温37.3℃、1時間後に再検し37.0℃。体調確認するも、不調なく、飲酒は否定している。突然、「ご飯食べてもいいですか」と昼食を11：40に食べようとするため、まだ食事時間ではないことを伝えると、時間まで待つことは出来ている。
デイナイトケア
・古舘　正行　様～運動療法の後、普段と違い冴えない表情が見られており、疲れた様子が窺える。体調について質問すると「体調悪い」と話しており、詳細を聞くと、右足のふくらはぎを触って「ここが痛い」「疲れた」と話している。発赤、熱感、腫脹はなく、歩行状態にも変化はない。しかし、通常は忘れることのない嗜好品を取りに来ないことや昼食では主菜を残食しており、いつもと違う行動が見られる。以前、精神症状が悪化した際に同様の行動があったため、精神症状の観察をしていく。
・津嶋　イチ子様～昨日昼食時、大声で話していたことについて聞くと、「疲れてストレスがあって大声で話してしまった」「ストレスが溜まると、落ち着かなくなってしまい叫びたくなるんだよね」と話している。スタッフより、突然大きな声を出すと、周りにいた人が驚くので、ストレスがあるときは、スタッフに話してほしいことを伝えると「そうだね」と返答している。
ナイトケア

・八木橋　牧雄様～昨日、本人より、「明日断酒会に行くから、ナイトケア早退するよ」との報告がある。断酒会の参加について、以前は拒否的な発言や不満が聞かれていたが、今回は何も聞かれることはない。参加して楽しんでくるよう伝えている。本日断酒会参加予定のため、ナイトケアは早退予定となっている。
＜外来情報＞
・菅野　勝利　様～採血にてHbA1c5.6となっており、前回と変わりなし。
・番沢　政勝　様～正座した時に右足首を痛くしたと話す。担当医より捻挫と説明され、テーピング固定を勧められている。内服薬ロキソプロフェン10T（疼痛時、1日3回まで）、ハップスター（湿布薬）2袋、ナパゲルン1本が処方となる。
・高柳　和子　様～入院したいとの訴えある。担当医よりデイケアでがんばっていると話されている。手が痺れると話しており、次回受診時採血予定。
・繁名　和恵　様～問診時、「デイに行くとガーときて、ビーとくるので、水飲んでる」と話している。次回採血希望しており、糖セットの検査を行う予定。

カンファレンスシート（　小泉　晋哉　様　）

実施日：H28年7月20日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：戸賀沢・慶長

参加者：小嶋･慶長･馬場･戸賀沢･藤田

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	小泉　晋哉　様
	性別
	男
	年齢
	25
	生年月日
	H3.1.15

	主病名
	広汎性発達障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	就労が出来るよう支援を実施していく。

	本人希望
	いずれ仕事が出来るようになりたい。

	家族希望
	就職できるように訓練を受けてもらいたい。

	入院歴
	なし

	通所歴
	1回目

· 今回：H27.7.23～現在（週3回/月･火･木曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：

五戸町にて母･妹と暮らしている。

母は治療に対して協力的で､本人との関係性も良好。本人が仕事を辞めてから､いろんな話をするようになったと感じている様子。父親はH21年に糖尿病合併症にて死去している。
	家族構成










	利用制度
	· 自立支援医療制度：上限10000円　　　　

· ＊障害基礎年金2級

＊精神障害者保健福祉手帳　2級


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①他者へ自ら話しかけ､交流することが出来る。


	①プログラム内で､自分の考えを発言することが出来る。
	①話しかけられた際､自分の考えを伝えることが出来る。


	①自分の考えを言葉にできるように、まずスタッフは”はい”か”いいえ”で答えることが出来るような質問をし、そこから本人の考えや思いを引き出す。その引き出した考えや思いを言葉でまとめて返していき、スタッフが手本を見せる。

	②自分の特性や得意なことを生かした就労場所について､考えることが出来る。
	②自身の特性や得意なことを把握し､自信をつけることが出来る
	②自身の特性や得意なことを把握することが出来る。
	②-1　作業療法や各プログラムへ参加し､状況を職員と一緒に振り返りながら､本人の得意･不得意

を把握し、特性やニーズを見つけられるよう支援する。

②-2　日頃出来なかったことや身体的な不調を引きおこしたと考えられる出来事について聞き、原因を一緒に探る。上手く出来るような対策を一緒に考える。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①話しかけられた際､自分の考えを伝えることが出来る。
	・大きく調子を崩すことはないが、6月半ばより、エアロビクス中に咳嗽が出現し、途中退席することや、ラジオ体操やレクダンス等の運動プログラムに参加しなくなる。不調の理由について尋ねるが、上手く言葉にできない様子が見られる。

・感情や思いを言葉にすることが出来るように、様々スタッフから質問をしているが、首をかしげることが多く、自分の言葉で症状や不調を説明することは出来ていない。また、6月からは身体の不調が目立つようになり、デイケアに来所出来ないこともある。その際の記憶がないと話している事もあり、不調の原因は不明。だが､人混みやバスが苦手と話しており､何が不快かは理解しているようである。

（達成度20%）
	①自閉傾向が強く､他者との関わりが稀薄である。就労した後に上司や同僚等と上手にコミュニケーションを図っていくことが困難と考えられる。コミュニケーション能力の向上を図っていく為､計画を継続する。

本人が得意としていること（ゲーム､プラモデル､パソコンなど）の話を聞き､出来ていることを評価（「すごいね」など褒める）して、自信が持てる様に支援していく。

	②-1　作業療法や各プログラムへ参加し､状況を職員と一緒に振り返りながら､本人の得意･不得意

を把握し、特性やニーズを見つけられるよう支援する。

②-2　日頃出来なかったことや身体的な不調を引きおこしたと考えられる出来事について聞き、原因を一緒に探る。上手く出来るような対策を一緒に考える。
	・自閉傾向が認められ､自身の考えをまとめて伝えることや､自ら相手へ話し掛けることが困難であったが徐々に数人の特定のメンバーとは会話出来るようになっていた。不調を訴えるようになってからも、自主活動ではトランプに参加することは出来ていた。しかし､6月頃より話し掛けることが少なくなってきて居るように見受けられる。また周囲から声をかけられてから返答することや､自分から声をかけることが出来ずにいることがある。声をかけるが､自分の気持ち等をきちんと伝えることが出来なくなっている。

・パソコン操作は自力でスキルアップが出来ており、パソコンスキルには自信がある様子が窺え、将来的には事務系の仕事がしたいと希望しているが、パソコンスキル以外の能力は不明。

・就労に関しては、就労継続支援B型「茶居花」を見学。施設スタッフからの問い掛けに対し、首を傾け答えることが出来ず、緊張感が強い様子が窺える。

・能力のバランスの悪さがあり、得意なこと､受け入れていることは言葉にできるが、わからないことは言葉として表現出来ない様子が窺える。

（達成度20%）
	②-1自分の特性や得意･不得意を把握し､自分に合った職業が選択できるように支援していく。計画を継続する。

②-2身体不調について、嫌なこと､苦手なこと、気持ち悪いこと等具体的な質問をして、答えを箇条書きで整理していく。今の状態が分かる様になり、症状と結び付けられるように支援していく。計画を継続する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①他者へ自ら話しかけ､交流することが出来る。
	①プログラム内で､自分の考えを発言することが出来る。
	①話しかけられた際､自分の考えを伝えることが出来る。
	①自分の考えを言葉にできるように、まずはスタッフが”はい”か”いいえ”で答えることが出来るような質問をし、そこから本人の考えや思いを引き出す。その引き出した考えや思いを言葉でまとめて返していき、スタッフが手本を示す。



	②自分の特性や得意なことを生かした就労場所について､考えることが出来る。
	②自身の特性や得意なことを把握し､自信をつけることが出来る。
	②自身の特性や得意なことを把握することが出来る。
	②-1　作業療法や各プログラムへ参加し､状況を職員と一緒に振り返りながら､本人の得意･不得意を把握し、特性やニーズを見つけられるよう支援する。

②-2　日頃出来なかったことや身体的な不調を引きおこしたと考えられる出来事について聞き、原因を一緒に探る。上手く出来るような対策を一緒に考える。


